
新たな商店街政策の在り方検討会／第3回 

人口5.3万人のまちの小さな商店街から考える 
これからの商店街まちづくり 

テナントミックスサポートマネージャー（日南市・油津商店街） 

木藤亮太 

資料５



既存の個店 
→30店（物販／飲食） 
老舗百貨店 
→日南山形屋（3階全て営業） 
アーケード 
→約300m（100ｍは撤去） 

複合機能ビル→8階（住宅・医療・子育て） 
優良建築物等整備事業 



ABURATSU COFFEE

01 

count	

かつて市民の憩いの場だった 
喫茶店麦藁帽子をリノベート 2014.04 



03 

count	

飛び込んでくれる熱い経営者を 
熱意で口説く 2014.12 



14 

count	

Chou
     Chou

あぶらつ食堂 

+α	

「商店街まちづくり事業」を活用 
空間の美しさと企画力で出店意欲をかき立てる 

ABURATSU GARDEN	

2015.11 



17 

count	
+α	

市の企業誘致の動きとコラボ 
商店街の変化が企業の進出意欲をそそる 2016.04 
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じっくりと用途を吟味し 
融和性、話題性の高い機能を加える 2017.02 



28 

count	
+α	

まちの変化を見据えて 
意欲ある事業者が参画してくる 

IT関連企業（5社） 
オムニバス　ティーネットプロ 
LEDトーキョー　サクシード 
オフィスコンシェルジェ 

小規模保育施設 
油津しあわせこども園 

★	★	★	

★	

★	



Before 



全てはここから始まった 

ABURATSU COFFEE	
After 



Before 



応援団の力を結集！ After 



Before 



After 



ABURATSU 
GARDEN 



Before 



After 

あぶらつ食堂 

日本建築士会連合会賞　優秀賞／2016 



あぶらつ食堂 



Before 



After 



Before 



After 



株式会社 
リトルクラウド 
７名全て地元採用 

株式会社キャリア 
イノベーション 
６人うち2名県内採用 

年度内に、 
空き店舗に1社、ビルに3社　10社のうち7社が商店街に 





小学校の社会科見学 

飲み会 

昼食 

消費人口の増加 



小規模保育施設 
→民間事業者 



ゲストハウス 
→学生コンテストの提案 



Before 



After 



1	
視点① 
商店街という空間（個店が集まり商いをする場）とは 
どのような存在であるか 

店舗誘致 
　　から 

起業支援 
　　 へ 



空
気
感
を 

つ
く
る 

動
き
を 

見
せ
る 

提
案
が 

集
ま
る 

2014.4　ABURATSU COFFEEオープン 
　→店舗誘致ではなくオリジナルブランドを起こし育成 
　→古くから親しまれた空間をリノベーション 
　→株式会社油津応援団の設立 
2014.12　二代目湯浅豆腐店オープン 
　→店舗づくりの専門家チームが誕生 
2015.4　多世代交流モール・テナント募集開始 
　→質の高い空間を提供することに対する期待感 
2015.11　多世代交流モール・10店同時オープン 
　→一気に事業が進む　これまでに日南にない空間が誕生 
2016.4　IT企業第１社目オープン 
　→まちの変化に反応した企業が商店街への進出を希望 
2016.8　IT企業２、３社オープン 
　→企業の相次ぐ立地に「保育施設」の提案が来る 
2017.2　ゲストハウスオープン 
　→学生が起業 
2017.4　保育施設オープン 



【業態】 
　飲食店：７ 
　食品販売：５ 
　美容・サービス：３ 
　物販店：１ 
　IT企業：８ 
　保育所：１ 
　事業所：２ 
　宿泊：１ 

【出店形態】 
　会社経営：３ 
　独立起業：１１ 
　域内移転：２ 
　２店舗目：２ 
　IT企業（誘致）：８ 
　その他：２ 

店舗誘致→起業家支援 



黒田泰裕　63歳 
元日南商工会議所事務局長 
アイデアマン、まちの顔 

村岡浩司　46歳 
寿司屋の二代目 
九州パンケーキでブレイク 
飲食店のプロ 

木藤亮太　42歳 
サポマネ、PJマネージャー 

きっかけ 
ABURATSU COFFEEの経営 
30万円×3名で小さく産んだ会社 

商店街に的を絞り、意思決定を迅速に、 
能動的に事業をしかけていくチーム 



カフェ＆多世代モール事業で 
約3,000万円を借り入れ 
 
本気度を感じさせる 

44名の市民出資者 
→約1,500万円 



地元出身30代 
の精鋭たち 

Uターン 

ずっと地元 

設計 
デザイン 

空間 

会計管理 

お金 JA職員 
コミュニ 
ケーション 



「覚悟」を感じて集まった 
 
●域外からの応援団→情熱と専門性 
●戻ってきた若者→まちの後継者 
 
これらの「人材」を 
しっかりと受け入れ 
新しい価値観を尊重し 
じっくりと見守る 



継続 
やりたいことを集め 
さりげなく後押しする 



飲食店 
交流スペース 



３代目 



スタジオ 
＆ 

スクール 



子供会 同窓会 
忘年会＆新年会 

ジャズライブ 落語会 

かっこいい 

公民館 



きんかんヌーボー 
2016 
2017 



主催者 

JA 
若手職員 きんかん 

生産者 楽しんでいるのは 
世代幅広い市民 
 
食事は商店街から 
 
★油津応援団が運営サポート 



主催者 

漁協 
若手職員 

カツオ漁船の息子 

魚の仕入れは鮮魚店、 
食事は商店街から 
 
★油津応援団が運営サポート 

カツオバル 
2016 
2017 



カツオバル 
2016 
2017 



毎週木曜日継続的に活動 

主催者 

ダンスの先生 







商店街発　アイドル 

ボニート♥ボニート 









まさかの・・秋葉原進出!! 











まちにやりたいという「種」をどうやって集めるか 
→様々なレベルで関われる窓口を設ける 

●お店を出す：200万～500万円 
●コンテナを借りて短期出店：4,000円／日 
●イロドリ市に出店：1,000円／日 
●Yottenでイベントを企画：1,000円／時 
●Yottenでイベントに参加：参加費 
●油津応援団に出資：30万円 

●アイドルになる：参加費 
●写真集をつくる：参加費 
●コーヒーを飲む：400円 



2	
視点② 
「求められる商店街」の特徴付けとは？ 

地域課題を 
解決する 
商店街へ 



日南市の人口現状（現在5.5万人） 
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【資料】国勢調査日南市 世帯数 旧日南市 高齢化率

〜略〜

毎年、700人の
ペースで減少	



14の団体や企業が参加 
みんなでつくる 

「3週連続・土曜夜市」 









うれしい変化 



2年間の成長によって店の魅力が着実にＵＰ 



熱い想いと覚悟（リスク・借金）が人を繋いでいる 

飲食店主 カフェスタッフ 

物販店主 IT企業社員（地元） 





3	
視点③ 
「求められる商店街」のために、どんな支援策が必要か 

社会性から 
事業性への 
テイクオフ 



まちは歯車のように 
噛み合って進んでいく 



中心はあくまで現在の商店街 

商店街 



仕
事
と
し
て
関
わ
れ
る 

油
津
の
応
援
団 

商店街 





毎週「朝ミーティング」	
毎月「全体ミーティング」	
適宜「コミュニケーション」	

対話 
最優先 



市内の若手応援団 市外の大学生 

中高生だって！ 

まちの 
応援団
づくり 

小学生だって！ 



日南市商工政策課 
企業誘致担当 

宮崎県 
企業立地推進局 

マーケティング 
専門官 

サポマネ 



サポマネ 
マーケティング 
専門官 

市役所幹部 市長 



事業性 
現場に転がる課題は、 
「連携」で解決していく 



事業間連携専門官 Project Linkage Manager 
①事業間連携のための調整業務 
　＜役場内の人と人とをつなぐ＞ 
 
②関係者間（役場／民間）連携のための調整業務 
　＜現場と役場とをつなぐ＞ 
 
③役場職員の意識高揚のための対話型会議の 
　企画・実施業務 
　＜役場内に前向きな空気をつくっていく＞ 
 
④事業持続のための体制の構築支援業務 
　＜社会性と事業性のあるチームビルディング＞ 
 
⑤ ①～④の各業務についての情報発信業務 
　＜町のおもしろさを知ってもらう＞ 



事業間連携専門官 Project Linkage Manager 
●常に各事業に関わる人々と対話ができる環境に身を置き、
深いコミュニケーションによって信頼関係を構築する。 
 
●各事業に関わる人々と気軽に意見交換できる機会を積
極的に持ち、事業が連携することが課題解決の近道だと
いう認識を広げていく。 
 
●定期的に活動経過を市民に発信し、各事業の面白さや
期待、興味を集める。 
 
●公の力によるスタートアップから、民の力による持続へと
推移させるためのチームビルディングをサポートする。 
 
●行政職員が事業間連携の必要性を認識できるよう、そ
の利点や具体的な実践例を伝え意識高揚を促す。 



視点①　店舗誘致から起業支援へ 
 
視点②　地域課題を解決する商店街へ 
 
視点③　社会性から事業性への 
　　　 テイクオフ 
 
 

現場に転がる課題は、 
「連携」で解決していく 


